
　
　
　
　
　
佐
藤
初
女
（
福
祉
活
動
家
・
教
育
者
）

　

 　

限
界
を
ひ
と
つ
乗
り
越
え
る
と
、
ま
た
限

　
　
界
が
出
て
き
ま
す
。

　
　
限
界
を
ひ
と
つ
ず
つ
乗
り
越
え
る
こ
と
に

　
　
よ
っ
て
、
人
は
成
長
し
ま
す
し
、
そ
の
過

　
　
程
は
生
涯
続
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
佐
藤
初
女
さ
ん
は
、
弘
前
市
に
「
森
の
イ
ス
キ
ア
」

を
開
き
、
素
朴
な
食
材
を
心
を
込
め
て
調
理
し
て
も

て
な
し
、
心
と
身
体
に
痛
手
を
負
っ
た
方
の
ケ
ア
に

力
を
尽
く
し
た
方
で
す
。
一
昨
年
九
十
四
歳
で
惜
し

ま
れ
つ
つ
逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
彼
女
の
遺
し
た
言

葉
や
献
身
的
な
生
き
方
は
、
今
も
多
く
の
方
の
人
生

の
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
息
子
さ
ん
や
ご
主

人
に
先
立
た
れ
る
な
ど
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え

た
彼
女
で
し
た
が
、
冒
頭
の
言
葉
は
そ
の
過
程
で
の

彼
女
自
身
の
気
づ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
よ

り
深
く
、
ま
た
強
く
私
た
ち
の
心
に
響
い
て
き
ま
す
。

　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
彼
女
の
こ
の
言
葉
は
、

実
は
仏
教
の
教
え
に
も
通
じ
る
意
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？
迷
い
の
世
界
か
ら
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悟
り
の
世
界
へ
と
到
る
た
め
の
徳
目
で
あ
る
「
六
波

羅
蜜
」の
中
に
、「
忍
辱
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
徳
目
は
、

「
苦
し
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
を
我
慢
し
て
受
け
入
れ

る
」
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
本
来

は
、「
逆
境
に
あ
っ
て
も
、
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
を
持

た
ず
に
、
プ
ラ
ス
の
感
情
を
持
ち
続
け
よ
う
と
決
心

す
る
こ
と
」
を
意
味
し
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な
か

実
践
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の

指
導
者
で
あ
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
十
四
世
は
、「
逆

境
を
様
々
な
観
点
で
考
え
て
み
な
さ
い
。
様
々
な
原

因
で
苦
し
み
は
生
じ
る
。
怒
っ
て
も
仕
方
な
い
こ
と

に
対
し
て
怒
る
の
は
無
益
で
あ
る
。
幸
い
、
改
善
で

き
る
こ
と
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
改
善
す
れ
ば

良
い
」「
注
意
を
自
分
に
向
け
ず
に
他
者
に
向
け
る

努
力
を
す
る
」「
自
分
の
こ
と
を
考
え
な
く
な
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
苦
し
み
は
減
っ
て
い
く
」
と
お
示
し
で
す
。

　
お
彼
岸
は
六
波
羅
蜜
を
実
践
す
る
期
間
。
朝
起
き

た
ら
ま
ず
、「
今
日
一
日
、
道
徳
的
に
他
者
の
た
め

に
生
き
よ
う
！
」
と
誓
い
を
立
て
、
夜
「
今
日
は
道

徳
的
に
生
き
ら
れ
た
か
ど
う
か
」
を
反
省
し
て
み
る
、

そ
ん
な
生
き
方
に
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？ 

自
分
を
変
え
て
い
く
の
は
一
生
の
仕
事
。
く
じ

け
ず
、
た
ゆ
ま
ず
続
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。　

名
句
・
名
言
に
学
ぶ

Ｑ
、
数
珠
の
持
ち
方
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
、
曹
洞
宗
で
は
、
数
珠
は
左
手

の
親
指
以
外
の
四
指
に
か
け
て
房

が
下
に
く
る
よ
う
に
し
て
持
ち
ま

す
。
数
珠
の
玉
の
数
は
、
煩
悩
の

数
と
さ
れ
る
百
八
個
を
基
本
と
し

て
、
半
連
と
よ
ば
れ
る
五
十
四
個

の
も
の
や
、
四
半
連
と
よ
ば
れ
る

二
十
七
個
の
も
の
な
ど
、
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
玉
の
数

が
多
く
な
る
と
数
珠
が
長
く
な
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
場
合
は
二
重

に
し
て
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
数

珠
を
持
っ
て
合
掌
す
る
際
は
、
数

珠
を
左
手
に
か
け
た
ま
ま
両
手
で

挟
む
よ
う
に
し
て
手
を
合
わ
せ
ま

す
。
数
珠
は
お
釈
迦
さ
ま
が
在
世

だ
っ
た
こ
ろ
に
は
す
で
に
存
在
し

て
い
た
と
さ
れ
、
仏
教
の
歴
史
が

詰
ま
っ
た
仏
具
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
扱
い
た
い
も
の
で
す
。

第
三
十
六
回

　
去
る
九
月
十
六
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
烏

沢
集
会
所
に
て
開
催
さ
れ
た
表
記
行
事
に
、
講

話
と
坐
禅
の
講
師
と
し
て
副
住
職
が
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
元
の
教
え
か
ら
、

曹
洞
宗
の
考
え
方
を
理
解
す
る
」「
椅
子
坐
禅
体

験
を
通
し
て
、
坐
禅
の
意
味
を
理
解
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
本
行
事
に
は
、
三
十

五
名
の
町
内
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
加
。「
仏
教
・

禅
・
坐
禅
の
あ
ら
ま
し
」
と
題
し
、
前
半
は
講

話
聴
講
、
後
半
は
椅
子
坐
禅
体
験
（
約
五
分
）

を
通
し
て
、
仏
教
・
禅
・
曹
洞
宗
・
坐
禅
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、事
前
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
質
問
（
白

木
位
牌
の
意
味
、
六
道
輪
廻
の
意
味
、
六
波
羅

蜜
に
つ
い
て
、
仏
教
と
は
ど
ん
な
教
え
な
の
か
）

に
も
お
答
え
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は

熱
心
に
聴
講
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
時
間
も
積
極

的
に
ご
質
問
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
は
、「
葬

儀
の
あ
ら
ま
し
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
当
寺
で
は
、
今

回
の
よ
う
に
、
町
内
会
単
位
で
の
出
前
講
座
に

も
で
き
る
限
り
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
要
望
く
だ
さ
い
。　

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
三
十
日（
日
）、十
月
二
十
八
日（
日
）十
一
月
二
十
五
日（
日
）、

十
二
月
二
十
三
日（
日・祝
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

写
経
〜
法
座（
ミ
ニ
法
話・茶
話
会　
参
加
自
由
）

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

五
百
円　

※

椅
子
席
あ
り
。

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

九
月
二
十
四
日（
月・振
替
休
日
）、十
月
七
日（
日
）、

十
月
二
十
一
日（
日
）、十
一
月
四
日（
日
）、十
一
月
十
八
日（
日
）、

十
二
月
二
日（
日
）、十
二
月
十
六
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
半　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
朝
の
法
要
〜
法
座（
茶
話
会　
参
加
自
由
）

場
所―

本
堂　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
平
成
三
十
年
九
月
〜
十
二
月
）

■
九
月
二
十
三
日（
秋
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜「
秋
季
彼
岸
会
法
要
」

（
平
成
三
十
年
九
月
〜
十
二
月
）

　
五
十
号
目
を
迎
え
た
の
を
契
機
に
、
誌
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
書
体
等

変
更
）
及
び
増
頁
を
行
い
ま
し
た
。
よ
り
親
し
み
や
す
く
、
よ
り
読
み

応
え
の
あ
る
誌
面
を
目
指
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
副
住
職
）

平
成
三
十
年
十
二
月
下
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

◆「
写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

十
一
月
十
一
日（
日
）　
午
後
三
時
〜
五
時（
写
仏
終
了
後
自
由
解
散
）　

内
容―

説
明
〜
写
仏　
場
所―

中
広
間　
参
加
費―

二
百
円　

烏
沢
町
内
会
　
平
成
三
十
年
度
郷
土
学
習
会
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P.４

※

雨
天
時
は
本
堂

午
後
二
時
〜「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」

■
十
二
月
八
日（
土
）午
前
十
一
時
〜「
成
道
会
法
要
」

◆「
夜
坐
」（
予
約
不
要
）

日
時―

十
一
月
九
日（
金
）午
後
七
時
〜
八
時

内
容―

坐
禅
指
導（
経
行
等
）〜
坐
禅
①
〜
経
行
〜
坐
禅
②
〜
法
座

※

場
所
等
は
暁
天
坐
禅
会
と
同
様
で
す
。

第 50号

「
お
く
る
〜
曹
洞
宗
の
葬
儀
と
供
養
」

（
編
著
：
曹
洞
宗
岐
阜
県
青
年
会
）
よ
り

ら　
み
つ

ろ
く  

は

に
ん  

に
く

迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会

　
八
月
十
三
日
（
迎
え
火
）・
十
六
日
（
送
り
火
）

の
両
日
、
萬
灯
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本

堂
前
、
山
門
周
辺
に
約
七
十
の
灯
が
揺
れ
、
訪

れ
た
方
は
亡
き
方
を
静
か
に
偲
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

は
つ　
め

ご
案
内

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営
0120-508-740

携帯の方は 03-3454-5410
※12 月 25 日～ 31 日

「掃除・作務のススメ」（副住職担当）

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

曹洞宗東北管区教化センター運営
022-218-4444


